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【学力調査の結果】

注）調査結果は抽出調査であるため、数値は95％の確率で、全員を対象とした

調査（悉皆調査）の場合の平均正答率が含まれる範囲の中央の値を基にし

た結果である。

１ 小学校６年生（抽出率 約４８％）

教 科 本市の結果（全国平均と比較して） 鳥取県 全 国

国語Ａ 概ね良好である 85.8 83.3

国語Ｂ 良好である 81.0 77.8

算数Ａ 良好である 76.5 74.2

算数Ｂ ほぼ同等である 51.4 49.3

２ 中学校３年生（抽出率 約７２％）

教 科 本市の結果（全国平均と比較して） 鳥取県 全 国

国語Ａ 良好である 77.1 75.1

国語Ｂ 良好である 67.1 65.3

数学Ａ 良好である 66.1 64.6

数学Ｂ 良好である 44.5 43.3

※「良好である」 全国平均と比較して２ポイント以上である

「概ね良好である」 全国平均と比較して１ポイント以上である

「ほぼ同等である」 全国平均と比較して±１ポイントの範囲内にある



次の例のように、二つの言葉が組み合わさって、一つの言葉になることがあります。

（ イ ）に入るふさわしい言葉を書きましょう。

例） 持つ ＋ 上げる → 持ち上げる

問） （ イ ） ＋ 付ける → 結び付ける

【小学校６年生 設問に対する正答率】

《国語Ａ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①漢字を書く（ひさしぶりにおじさんに会う） 87.1 84.7 80.1

②漢字を書く（ぎじゅつが進歩する） 80.4 79.1 74.7

③漢字を書く（星の位置がへんかする） 96.0 94.2 90.3

④一つの言葉を二つの言葉に分けて書く 97.3 94.4 91.6

⑤メモを基にして児童会だよりの中に入る適切な内容を書く 53.6 62.5 60.3

⑥意見文を書く内容をまとめた４枚のカードを順番に並べ替える 72.3 77.5 75.0

全国と比較して
＋5.7の正答率である

全国と比較して
－6.7の正答率である

鳥取県と比較して
－5.2の正答率である



《国語Ｂ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①物語を読んで思ったことや考えたことと、その理由を書く 87.1 84.8 82.3

②物語を読んで、指示された部分についてあらすじを書く 71.0 77.5 73.0

○「自分の意見や考えを記述する」ことは、概ね良い結果であると言える。

○記述式の問題に対する無答率は、全国・鳥取県と比較して低い結果であり、問題を解こう

とする意欲は高いと考えられる。

無答率 上記の① 全国 7.8％ 鳥取 5.7％ 倉吉 4.9％

上記の② 全国 5.3％ 鳥取 2.6％ 倉吉 1.3％

▼「まとめる（要約する）」ことには、やや課題が見られる。

全国と比較して
＋4.8の正答率である

鳥取県と比較して
－6.5の正答率である



《算数Ａ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①２４３－６５ を計算する 90.2 87.1 86.9

②６÷５ の商を小数で表す 90.6 87.9 86.0

③８ｍの重さが４ kg の棒の１ｍの重さを求める式と答えを書く 59.4 58.9 53.8

④円を分割して並べたときにできる長方形の縦が、円のどの部分か選ぶ 88.8 83.3 80.1

⑤畑の面積４０㎡が、５０㎡のどれだけの割合にあたるかを書く 63.4 60.2 57.4

⑥９１２÷４ を計算する 83.0 89.0 89.6

⑦長方形の黒い部分を表す分数を選ぶ 61.6 65.7 68.5

⑧折れ線グラフで気温の上がり方が最も大きい時間を書く 72.8 79.2 73.8

「３」と誤答している児童
・全国 24.5 ％
・鳥取県 27.2 ％
・倉吉市 31.7 ％（やや多い）

「午後 2 時から 3 時」との誤答

・全国 14.3 ％

・鳥取県 11.3 ％

・倉吉市 16.1 ％（やや多い）

↑

気温が最も高い時間を選んで

いる？

全国と比較して
－6.9の正答率である

鳥取県と比較して
－6.4の正答率である



《算数Ｂ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①示された部品を組み立てて作ることができる本立てを選ぶ 71.4 69.7 65.6

②二次元表の一部分の数を使って書くことができる円グラフを選ぶ 48.2 40.7 40.0

③鉛筆１本の定価を整数にするのに、おつりをどう変えるか選ぶ 48.7 57.4 55.8

④二つの図形の面積が等しい理由を説明する 31.3 38.5 33.3

⑤割引券を使うと値引きが最も大きくなる商品を選び、理由を書く 12.9 16.0 17.1

全国と比較して
＋8.2の正答率である

全国と比較して
－4.2の正答率である

鳥取県と比較して
－8.7の正答率である



アとイの文が同じような意味を表すように、イの文の（ ）に当てはまるひらがな

１字を書きなさい。

ア チームの全員が望んでいるのは、彼に一刻も早く復帰してほしいということだ。

イ チームの全員が望んでいるのは、彼（ ）一刻も早い復帰だ。

【中学校３年生 設問に対する正答率】

《国語Ａ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①同訓異字から選ぶ（会議で決をトる） 51.0 46.3 43.2

②適切な敬語を選ぶ（父が学校へ来ると申しておりました） 63.6 59.4 52.5

③同じような意味の文になるように適切な一字を書く 90.0 88.0 83.8

④演説の話し方の特徴を選ぶ 65.3 65.5 58.9

⑤漢字を書く（コウシキを使って面積を求める） 66.2 68.5 73.6

⑥小学生に向けた案内文となるように適切な文を書く 60.5 65.5 60.9

１ 聞き手の興味や関心を引き付けるために、質問を交えながら話している。

２ 自分の実績を詳しく説明するために、様々なたとえ を用いて話している。

３ 演説の内容を聞き取りやすくするために、一文を短 くしている。

４ 自分の考えを印象付けるために、重要な言葉を繰り 返して話している。

全国と比較して
＋6.2の正答率である

鳥取県と比較して
－5.0の正答率である

全国と比較して
＋6.4の正答率である



《国語Ｂ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①新聞を読んで、興味をもった記事について感想を書く 59.5 56.6 51.6

②二つの表現に共通したおもしろさについて自分の考えを書く 66.7 62.3 62.0

全国と比較して
＋7.9の正答率である

全国と比較して
＋4.7の正答率である

○記述式の問題は、これらの問題

を含めて全３問。いずれも全国

平均と比べて正答率は高い。

↓

質問されている題意を確実に汲

み取り、与えられた字数で書く

力が定着している。



《数学Ａ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①等式 ２ｘ＋ｙ＝５ を、ｙについて解く 79.3 74.0 72.1

②垂線の作図の手順を選ぶ 91.1 88.5 85.9

③立体の辺が底面に垂直であるか調べる正しい方法を選ぶ 63.7 58.8 57.1

④一次関数のグラフから式を求める 67.7 61.3 55.2

⑤反比例 ｙ＝ 12 ／ｘ のグラフを選ぶ 70.0 67.8 62.7

⑥ 16cm のひもで作る長方形の縦と横の長さの関係を式で表す 28.5 25.5 22.9

⑦２ｘ＝ｘ＋３ の解について正しい記述を選ぶ 51.3 55.0 55.2

⑧円柱の体積を求める式と答えを書く 33.1 35.7 39.9

全国と比較して
＋7.3の正答率である

全国と比較して
＋5.6の正答率である

【上記の表中⑧の問題について ～小学校６年生の時との比較から～ 】

Ｈ19 小６ 円の面積を求める問題 Ｈ22 中３ 円柱の体積を求める問題

「円の面積」でなく 底面積を「円の面積」でなく

「円周」を求めている児童の割合 「円周」を求めている生徒の割合

倉吉市 8.7％ 倉吉市 16.4％

全 国 9.3％ 全 国 12.7％

※ 小学校の時の課題の改善が図られていない事例も見られた。



《数学Ｂ》

設問の概要 倉吉市 鳥取県 全 国

①連続する４つの奇数の和について成り立つ事柄を表現する 64.6 60.3 57.5

②証明から、対応する２辺の間の角が等しいことを書く 53.3 50.2 47.1

③長さと面積の関係を表すグラフの特徴を説明する 46.7 40.7 38.4

全国と比較して
＋7.1の正答率である

全国と比較して
＋8.3の正答率である

上記の問題・・・

①８の倍数になる

②４の倍数になる

③２の倍数（偶数）になる

のいずれもが正解となっている。

↓

そのうち、①「８の倍数になる」

と記述した生徒の割合は

・倉吉市 19.0 ％

・鳥取県 16.0 ％

・全国 14.5 ％

であり、生徒の理解は深まって

いると考えられる。


